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開 会 点 鐘
四 つ の テ ス ト
国 歌 斉 唱
ロ ー タ リ ー ソ ン グ
会 長 の 時 間
幹 事 報 告 等
プ ロ グ ラ ム
閉 会 点 鐘

点鐘：12:40

出席率70 ％

奉仕の理想

点鐘：12:40 点鐘：18:30

鯖江商工会議所４階大ホール

「福島県見学に行って」
原発のごみ処分を考える会

事務局 鈴 木  早 苗   様

最　終　例　会
会場：『 天  狗  楼 』

ロータリーソング

卓話

テーマ

会　長　の　時　間

テーマ
SailOn初夏のコンサート
　～鯖江RCスペシャル～

文化プログラム

出演者

会長の時間
　さて、本日は帰山会長が１時より市議会の質問など
ご公務で欠席となりますので代行させていただきます。
　３月１９日に会長エレクト研修セミナー（PETS）が
オンラインで開催されましたので参加いたしました。
河本パストガバナーが研修リーダーを務め、RI会長の
紹介やテーマ、地区の運営方針などを拝聴しました。
千玄室氏が講師の「クラブ会長の使命と責任」というテ
ーマで特別講和をお聞きし、新会長に対するプレッシ
ャーを与えていただきました。
　今日はその中で、RI会長のテーマ・方針の一部をご
紹介させていただきます。115年に及ぶロータリーの
歴史で初の女性会長となります カナダ・オンタリオ州
のウィンザー・ローズランドRC会員のジェニファー・ジ
ョーンズ氏です。
＊テーマ「イマジンロータリー」　（別紙を参照）
　このロゴマークの 円は相互の繋がりを示します。そ
の周りの点は、私たちであり、７つの点は７つの重点
項目を表しています。
ロータリーの７つの重点項目
①平和と紛争予防・紛争解決　②疾病予防と治療
③水と衛生  ④母子の健康　⑤基本的教育と識字率
向上　⑥経済と地域社会の発展　⑦そして環境　
　円と周りの点は ナビゲーションスター（航行のため
の星）であり、人を導く光です。緑色の線は、掘り棒（肉
体労働を行う時に使用）です。それは私たちにとって
People of Action (世界を変える行動人)であり、物事
を成し遂げるための道具を表しています。紫、緑、白の
色は、(多様性、公平性、インクルージョン)への称賛を示
しています。ジョンレノンのイマジンの歌詞になぞらえ
てロータリーの方針・想いを表現されています。私も好
きな歌ですので、すごく素直に入ってきました。
　想像してください、私たちがベストを尽くせる世界を。
私たちは毎朝目覚めるとき、その世界に変化をもたら
せると知っています。

大橋  良史   副会長
　本日のゲストは原
発のゴミ処分を考え
る会 事務局 鈴木 早
苗 様です。

「福島県見学に行って」のテーマで卓話をい
ただきます。
　鈴木様は小学生４年生～中学２年生の子
供を対象に環境学習プログラムを提供されて
いる「チーム土曜塾」の塾長や一般社団法人
さばえ文化振興事業団 代表理事 環境や文
化芸術の分野でご活躍されておられまして、
私もNPO等で大変お世話になっています。後
程の卓話を楽しみにしております。よろしくお
願いいたします。

「果たし甲斐のある責任を会員が担えるように」
　会員の参加を促すために大切なのは詰まるところ会
員にとっての心地よさと配慮です。積極的な参加こそ
が会員の維持にとって重要であり、会員がロータリー
に何を期待するかを尋ねたうえで、果たし甲斐のある
責任を会員に与えることが必要です。ロータリーでの
参加型の奉仕、人間的成長、リーダーシップ開発、生涯
にわたる友情こそが、目的意識と熱意を生み出します。
　想像してみてください私たちがベストを尽くせる世
界を。私たちは毎朝目覚めるとき、その世界に変化をも
たらせることを知っています。昨日のことをイマジンす
る人はいません。それは未来を描くことです。
　ポリオのない世界を想像してください。みんなが安
全な水を使える世界を想像してください。疾病のない
世界、すべての子供が読むことができる世界を想像し
てください。やさしさ、希望、
愛、平和を想像してくださ
い。だからこそ「イマジン　
ロータリー」がテーマとなり
ます。
　ブロードウェイミュージ
カルの『レント』（Rent）とい
う作品の歌に、素敵な一節
があります「５２万５６０
０分、人生の中で一年をど
うやって測ればよいだろう。大切なのはその時間をどう
生きるかを選択するかということです」7月1日に、時計
が動きだします。皆さんは、この時間をどう使いますか。
　２０日後（２８８００分後）には次年度が始まりま
す。RI会長をはじめ、地区ガバナー、そして全国のクラ
ブメンバーが一斉に動き出します。
　次年度のクラブテーマは、「わくわくと感動と思いや
りを持って奉仕しよう」を考えております。どうかクラブ
運営、活動に対しまして皆様方のご協力とご理解をお
願いいたしまして、会長の時間とさせていただきます。

ソプラノ　東　　園　　　様
サクソフォン　片山　奈々愛　様
ビアノ　仲谷　理沙　　様
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大橋　良史　会員

佐野　直美　会員

齋藤 多久馬   会員

田村　康夫　会員

窪田　健一　会員

大島　恒彦　会員

野中　敏昭　会員

酒井　芳則　会員

浅野　秀代　会員

小淵　洋治　会員

にこにこＢＯＸ報告

鈴木様の卓話を楽しみに　本日点鐘させていただきます

鈴木様の卓話に期待して　今年度例会も今日を除き2回となりました。

鈴木様の卓話を楽しみに
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「福島県見学に行って」
原発のごみ処分を考える会

   鈴 木  早 苗   様事務局

来週こちらでの最後の例会文化プログラム100％出席お願いします

卓　話 テーマ

孝久　治宏　プログラム委員長
　本日の卓話は、原発のごみ処分を考える会、
事務局の鈴木早苗様に、「福島県見学に行って」
のテーマでお願いします。
　大阪府出身、市内在住、同志社大学文学部卒

業。
県環境アドバイザーと地球温暖化防止活動推進員。平成14年より、地
域の小学生対象に環境学習体験活動「土曜塾」を主宰。令和元年より

、「(一社)さばえ文化振興事業団」代表理事です
。拍手でお迎えください。
卓話：原発のごみ処分を考える会
　　　　　　　　　事務局　鈴木 早苗  様
テーマ：「福島県見学に行って」

　　昨年、鯖江での勉強会である「原発のごみ処分を考える会」で福
島県見学へ行ってまいりまして、その時のお話をとのご依頼を受け、
このたび、卓話のお時間を頂戴することとなりました。
　先ず、「原発のごみ処分を考える会」について、少しご説明させてい
ただきます。原子力発電所で発電した際に出る放射性廃棄物につい
て、その最終処分場が日本ではまだ決まっていません。この処分の課
題を、県民の皆さんに知っていただく・考えていただく場を提供しよう
と活動している有志の集まりです。（原子力発電の是非を問う団体で
はありません。）
　様々な国でも日本と同様に、地下深くに廃棄
物を埋設処分する「地層処分」という方法が採
用されていますが、諸外国でも処分地の決定
に難航しているところが多い。国がとなえる安
全・安心な最終処分と、国民の感情には、なぜ距離があるのか・・。そ
れは、報道で目にした福島県でのALPS処理水海洋放出の問題と似た
点があるように感じ、私どもの会で福島県へ伺う機会を主催すること
になりました。
　私たちは福島第一原子力発電所及び広野町・双葉町を訪問しまし
たが、先ず、双葉町はまだ避難が続いたままという事実を知り愕然と
しました。「復興」という言葉を何度も聞いていたのに、いまだ除染が

終わらず、住めない地域（まち）があるという現
実を目の当たりにしました。
　津波でなにもなくなった土地のありさまをテ
レビ等で見ていたはずでしたが、11年経っても
本当に「なにも無い」という風景に、メディアを
通して見てきたものとの感覚の違いにおののきを覚えました。実際に
見るということに勝るものはないと思いました。
　双葉町役場の方のお話で、避難を始めた時、情報が届かずにより
放射線量の高い地域へ向かってしまい、それから長い長い避難生活
を送ることになっているとの内容は、私たちに強烈な印象をもたらし
ました。

　原子力の話となると、立地県である本県でも
賛否ばかりが声高に論じられ、正しい情報・最
新の情報が届いていない傾向にあるのではな
いか。我々は純粋に耳を傾けていないのでは
ないか。あらためて気付かされました。

見学会には鯖江の高校生・大学生も参加してくれましたが、先入観な
くピュアにものごとを吸収する姿勢
は、私たち大人が見習うべき姿だと
実感した次第です。
　原子力発電所を数多くかかえる
福井だからこそ、私たち県民が、真っ
すぐな目で、向き合うべき課題が放
射性廃棄物の処分問題ではないでしょうか。この重い宿題を次世代
にのこすことのないように。

ニコニコ箱発表
小渕　洋治
ニコニコ委員長

お　知　ら　せ
孝久　治宏　会員
　６月22日(水)19時～20時半、鯖江商工会議所１
階SCCに於きまして、鯖江市と鯖江商工会議所と慶
應義塾大学大学院メディアデザイン研究科とで主催
している『鯖江カーボンニ

ュートラル』のセミナーへのご案内です。
　エシカル経営の本質とは何か、「エシカル」をテ
ーマにした実践的な理解、国内の事例・政策動向を
ふまえたセミナーです。
　お問い合わせ先の鯖江市地域おこし協力隊石井
元氏は、元慶應義塾大学大学院メディアデザイン研
究科の卒業生でもあります。
　皆様のお越しをお待ちしています。


